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脇　
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雄

は
じ
め
に

今
回
の
論
考
は
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
四
日
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
人
権
」（
第
二
十
九
回
住
吉
・
住
之
江
人
権
の
つ
ど
い
、
公
益

財
団
法
人
住
吉
隣
保
事
業
推
進
協
会
）
の
講
演
を
、
研
究
ノ
ー
ト
に
構
成
し
た
も
の
で
す
。

最
初
に
百
年
前
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
教
訓
を
、
西
村
秀
一
先
生（

（
（

の
「
現
代
語
訳　

流
行
性
感
冒（

（
（

」
を
も
と
に
明
ら
か

に
し
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
中
で
人
々
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
時
代
に
各
国
の
情
報
を
収

集
し
た
先
人
の
労
苦
を
現
代
に
活
か
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
に
重
要
な
論
点
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
学
者
ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ（

（
（

が
提
起
し
て
い
る
、
こ
の
感
染
を
乗
り
越
え
る
の
に
国

際
協
力
か
一
国
主
義
か
、
独
裁
的
な
監
視
体
制
を
作
る
の
か
、
民
主
国
家
の
や
り
方
と
は
な
に
か
と
い
う
問
題
提
起
で
す
。
ハ
ラ
リ
は
、

「
真
の
安
全
確
保
は
、
信
頼
の
お
け
る
科
学
的
情
報
の
共
有
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
団
結
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
、
歴
史
は
語
っ
て
い

る（
（
（

。」
と
主
張
し
ま
す
。
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こ
の
指
摘
の
よ
う
に
私
た
ち
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
専
門
家
の
知
見
を
共
有
し
、
リ
テ
ラ
シ
ー
に
基
づ
い
て
行
動
し

て
い
る
の
か
。
二
〇
〇
九
年
Ｎ
1
Ｈ
1
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
あ
り
、
現
在
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
外
出
自
粛
、
一
斉
休
校
や
営
業
の
制
限
な
ど
、
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
や
知
事
か
ら
の
要
請
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
自
粛
警
察
や
パ
チ
ン
コ
店
を
廃
業
に
追
い
込
ん
だ
同
調
圧
力
。
店
名
公
表
や
指
示
と
い
う
行
政
処
分
と
補
償
の
関
係
は
現
状
で

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
感
染
者
や
医
療
従
事
者
へ
の
差
別
の
問
題
も
深
刻
で
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
経
験
を
も
と
に
、
罰
則
を
伴
う

法
改
正
議
論
が
十
分
に
で
き
た
の
か
検
証
し
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
共
生
社
会
を
目
指
す
理
念
を
持
つ
私
た
ち
は
、
地
域
の
力
を
確
信
し
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

第
一
章　

現
代
語
訳
「
流
行
性
感
冒
」
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
歴
史

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
歴
史
を
知
る
と
、
江
戸
時
代
だ
け
で
も
二
十
回
以
上
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
西
村
秀
一
先
生
が
、
内
務
省
衛

生
局
編
『
流
行
性
感
冒
』
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
記
録
の
現
代
語
訳
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
明
治
・
江
戸
時
代
の
流
行
性
感
冒
の

記
録
が
書
か
れ
て
お
り
、
谷
風
、
お
駒
風
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。

一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）
か
ら
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
に
か
け
て
大
流
行
し
た
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
わ
れ

る
ス
ペ
イ
ン
風
邪
。
な
ぜ
ス
ペ
イ
ン
な
の
か
。
中
立
国
の
ス
ペ
イ
ン
の
み
が
感
染
報
告
を
し
た
か
ら
で
す
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
軍
隊
が

罹
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
、
敵
に
戦
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
れ
る
の
で
、
参
戦
し
た
国
が
ひ
た
隠
し
に
し
た
と
い

う
事
実
が
あ
り
ま
す
。
世
界
で
六
億
人
が
罹
っ
て
、
二
千
万
人
か
ら
四
千
万
人
が
死
亡
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
は
っ
き
り
し
た
統
計
が
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あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
は
電
子
顕
微
鏡
が
な
く
ウ
イ
ル
ス
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
わ
ゆ
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
一
種
Ｎ
1
Ｈ
1

の
Ａ
型
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
ウ
イ
ル
ソ
ン
大
統
領
も
感
染
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
第
一
次
世
界
大
戦
の
賠
償
の
負
担
軽
減
の
外
交
交
渉
中
の
感
染
で
し

た
。
結
果
、
講
和
会
議
で
の
ド
イ
ツ
の
負
担
軽
減
が
で
き
ず
に
、
ナ
チ
ス
の
登
場
に
つ
な
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す（

（
（

 

。
感
染
症
が
政
治

や
歴
史
を
動
か
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
の
状
況
は
、
当
時
の
内
務
省
報
告
が
克
明
に
記
録
し
て
い
ま
す
。
図
１
は
当
時
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
日
本
国
内
で

二
千
三
百
八
十
万
人
が
罹
患
し
て
三
十
八
万
八
千
人
が
死
亡
す
る
大
変
深
刻
な
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
歴
史
で
引
き
継
が
れ
て
な

い
の
か
。

こ
の
あ
と
関
東
大
震
災
が
起
こ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
入
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
中
で
、
感
染
症
の
歴
史
と
い
う
の
は
人
々
の
記
憶
と

し
て
残
っ
て
い
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

調
べ
て
驚
い
た
の
は
五
百
万
人
に
予
防
接
種
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で

す
。
病
原
体
が
何
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、ワ
ク
チ
ン
を
作
っ
た
。
西

村
秀
一
先
生
は
、
い
わ
ゆ
る
二
次
性
肺
炎
、
肺
炎
を
止
め
る
予
防
接
種
と
い

う
の
は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
の
で
は
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。県
ご
と
に

バ
ラ
バ
ラ
の
薬
を
打
っ
て
い
ま
す
。
真
ん
中
が
マ
ス
ク
と
う
が
い
の
奨
励
。

や
っ
て
い
る
こ
と
は
今
と
変
わ
ら
な
い
。
右
の
ポ
ス
タ
ー
が「
マ
ス
ク
か
け

ぬ
は
命
知
ら
ず
」と
い
う
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
図
２
の
ポ
ス
タ
ー
で
は
患
者
の

隔
離
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

図1

図 2
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第
一
波
は
一
九
一
八
年
一
月
に
ピ
ー
ク
が
き
ま
す
。
一
九
一
九
年
二
月
三
日
東
京
府
、
東
京
朝
日
新
聞
の
記
事
で
は
、
感
冒
猛
烈
、
二

週
間
で
千
三
百
人
死
亡
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
敬
総
理
大
臣
が
罹
っ
た
、
大
臣
も
罹
患
し
た
。
入
院
お
断
り
。
看
護
師
も
倒
れ
て
日

赤
病
院
の
眼
科
が
つ
い
に
閉
鎖
だ
と
い
う
よ
う
な
記
事
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
時
は
、女
子
の
死
亡
者
が
意
外
と
多
い
。
農
村
か
ら
出
稼
ぎ

で
紡
績
工
場
に
い
た
女
性
た
ち
が
ク
ラ
ス
タ
ー
、集
団
感
染
で
罹
患
を
し
て
亡
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
若
い
人
た
ち
が
と
て
も
た
く

さ
ん
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
ス
ペ

イ
ン
風
邪
の
特
徴
で
す
。

表
１
、
表
2
の
資
料
か
ら
読
み
取
る
と
、

第
一
波
の
感
染
者
数
は
二
一
一
六
万
人
と

非
常
に
多
い
ん
で
す
が
、
致
死
率
は
一·

二
二
％
、
し
か
し
第
二
波
は
致
死
率
五
％
で

す
。
二
百
四
十
一
万
人
の
う
ち
十
二
万
人
も

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す（

（
（

。

百
年
前
の
教
訓
と
し
て
は
第
二
波
の
ほ

う
が
厳
し
か
っ
た
。
ま
た
若
い
人
か
ら
女
性

や
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
高
く
、
非
常
に
深
刻

な
事
態
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

表1、表 2
出典：東京都健康安全研究センター

図 3　インフルエンザによる死亡者数の月別推移
出典：東京都健康安全研究センター
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表
１
、
表
2
、
図
３
の
デ
ー
タ
は
東
京
都
の
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
の
分
析
で
す
。
大
阪
府
に
は
公
衆
衛
生
研
究
所
が
あ
り
ま
し
た

が
、
大
阪
市
と
統
合
し
ま
し
た
。
今
、
歴
史
を
研
究
し
た
り
分
析
し
た
り
す
る
力
、
或
い
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
能
力
が
落
ち
て
い
な
い
の
か

危
惧
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
阪
発
の
方
面
委
員
制
度

図
４
は
、
天
王
寺
の
一
心
寺
さ
ん
に
あ
る
「
大
正
八
年
流
行
性
感
冒
死
者
慰
霊
」
の
碑

で
す（

（
（

。
道
修
町
の
薬
局
の
ご
夫
婦
が
お
金
を
出
し
て
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
の
死

者
二
万
二
千
人
（
内
務
省
の
統
計
）、
兵
庫
県
二
万
三
千
人
、
京
都
府
一
万
人
を
超
え
る
事

態
で
し
た
。
大
阪
府
内
で
は
、
一
斉
休
校
で
感
染
対
策
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
結
果
、
日
本
が
戦
勝
国
側
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
九
一
七
年
ロ
シ

ア
革
命
が
起
り
シ
ベ
リ
ア
に
日
本
が
出
兵
す
る
。
米
騒
動
が
、
一
九
一
八
年
に
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

実
は
こ
の
時
に
方
面
委
員
制
度
、
今
の
民
生
委
員
制
度
が
生
ま
れ
ま
す
。
当
時
の
官
制

知
事
、
内
務
省
の
官
僚
、
大
阪
府
知
事
林
市
蔵
の
有
名
な
逸
話
と
と
も
に
、
大
阪
市
中
央

区
北
浜
に
図
５
の
銅
像
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
散
髪
を
終
え
た
時
の
姿
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
母
子
家
庭
で
子
供
を
連
れ
た
人
が
夕
刊
を
橋
の
上
で
売
っ
て
い
た
。
そ
の
姿
を
見
た

図4図 5
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知
事
が
夕
刊
売
り
に
近
づ
い
て
一
部
買
っ
て
話
し
か
け
た
あ
と
、
そ
の
足
で
近
く
の
交
番
に
立
ち
寄
っ
て
あ
の
夕
刊
売
り
の
母
子
の
家
庭

状
況
を
調
べ
て
く
れ
と
。

後
日
、
交
番
の
巡
査
か
ら
、
街
角
で
見
か
け
た
母
親
は
夫
が
病
に
倒
れ
、
三
人
の
子
供
を
抱
え
て
夕
刊
売
り
で
や
っ
と
生
計
を
立
て
て

い
る
。
困
窮
状
態
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
学
用
品
も
買
え
ず
学
校
に
も
通
っ
て
い
な
い
と
い
う
報
告
を
受
け
林
知
事
が
方
面
委
員
制
度

を
つ
く
り
生
活
困
窮
者
、
貧
困
家
庭
の
支
援
に
乗
り
出
し
た
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
市
中
央
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
こ
う
い
う
記

録
が
載
っ
て
い
ま
す（

（
（

。

林
知
事
は
、
小
河
滋
次
郎
博
士
大
阪
府
最
高
嘱
託
と
と
も
に
生
活
困
窮
者
向
け
の
様
々
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。
例
え
ば
無
料
診
療
所

の
開
設
や
、
予
防
接
種
の
無
料
券
の
配
布
、
五
銭
の
安
い
マ
ス
ク
の
増
産
な
ど
で
す（

（
（

。
そ
し
て
地
域
の
一
定
見
識
の
あ
る
方
に
委
嘱
を
し

た
方
面
委
員
の
方
が
、
生
活
困
窮
家
庭
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

日
中
戦
争
と
と
も
に
方
面
委
員
は
、
出
征
中
の
家
族
の
見
守
り
や
、
戦
死
者
家
族
の
支
援
活
動
に
変
わ
り
ま
す
。
戦
後
は
生
活
保
護
法

と
と
も
に
民
生
委
員
と
な
り
、
児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童
委
員
と
い
う
制
度
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ル
ー
ツ
は
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
大
流

行
し
た
百
年
前
の
大
阪
に
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
生
活
困
窮
者
支
援
法
も
、
豊
中
市
の
西
岡
正
次
さ
ん
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
勝
部
麗
子
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
が

立
法
化
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
大
阪
か
ら
地
域
福
祉
、
地
域
共
生
社
会
を
考
え
る
活
動
と
い
う
の
は
、
実
は
百
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
時

代
に
始
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
が
継
承
さ
れ
て
い
け
る
の
か
、
改
め
て
考
え
た
次
第
で
す
。

内
務
省
衛
生
局
編
『
流
行
性
感
冒
』
の
現
代
語
訳
の
ま
と
め
で
す
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
一
様
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
時
の

イ
ギ
リ
ス
第
一
波
で
チ
ア
ノ
ー
ゼ
や
急
性
死
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
第
一
波
は
軽
症
が
多
か
っ
た
。
ま
た
マ
ス
ク
、
隔
離
、

距
離
を
お
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
対
応
は
百
年
前
と
今
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
食
器
や
手
指
の
消
毒
に
過
度
な
警



新型コロナウィルスと人権

109　阪経法論 86（’22. 3）

戒
を
し
て
い
る
の
も
同
じ
対
応
で
す
。

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
効
果
に
つ
い
て
も
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
比
較
が
あ
り
ま
す
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
感
染
し
た
家
に
青

い
シ
ー
ル
を
、
感
染
し
て
い
な
い
家
に
白
い
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
、
外
か
ら
一
目
瞭
然
の
状
態
で
隔
離
し
た
が
、
死
者
数
は
高
か
っ
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
集
会
禁
止
や
マ
ス
ク
着
用
も
強
制
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
そ
れ
ほ
ど
死
者
が
で
て
い
な
い
。
一
概
に
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に

絶
対
的
な
効
果
が
あ
る
か
は
言
え
な
い
、
と
い
う
の
が
こ
の
本
の
中
で
出
て
き
ま
す
。

第
二
章　

国
際
協
調
か
一
国
主
義
か

大
事
な
論
点
は
、『
サ
ピ
エ
ン
ス
全
史
』
を
書
い
た
ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
の
警
鐘
で
す
。

国
境
を
閉
め
て
一
国
主
義
で
物
事
を
考
え
る
発
想
が
ど
う
し
て
も
主
流
に
な
っ
て
く
る
。
壁
を
築
き
、
移
動
を
制
限
し
、
貿
易
を
減
ら

せ
、
と
。

し
か
し
本
当
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
原
因
な
の
か
。
十
四
世
紀
は
飛
行
機
も
ク
ル
ー
ズ
船
も
な
か
っ
た
が
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
展
開
で
、
ネ

ズ
ミ
を
媒
介
と
し
た
ペ
ス
ト
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
ま
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
十
人
に
四
人
が
ペ
ス
ト
に
か
か
り
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
で
は
十
万
人
の
う
ち
五
万
人
が
亡
く
な
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
五
千
万
人
が
死
亡
し
、
当
時
支
配
的
だ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
影

響
が
薄
れ
て
い
っ
た
。
神
に
す
が
っ
て
も
私
た
ち
は
死
ん
で
し
ま
う
、
非
常
に
享
楽
的
な
文
化
が
で
き
、
そ
れ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
に
つ
な
が

っ
た
。「
国
境
の
恒
久
的
な
閉
鎖
に
よ
っ
て
自
分
を
守
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
歴
史
は
示
し
て
い
る
。」
と
ハ
ラ
リ
は
指
摘
し
ま

す（
（1
（

。も
う
一
つ
は
市
民
監
視
社
会
の
到
来
。
独
裁
的
な
体
制
で
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
と
対
応
す
る
の
か
、
民
主
主
義
を
尊
重
し
て
対
応
す
る
の
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か
。
こ
れ
が
大
き
な
国
際
政
治
の
争
点
に
な
っ
て
く
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ル
ケ
ル
ド
イ
ツ
前
首
相
の
演
説

メ
ル
ケ
ル
前
首
相
の
演
説
（
ド
イ
ツ
大
使
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
（1
（

、
全
文
訳
）
二
〇
二
〇
年
の
三
月
十
八
日
の
時
点
の
訴
え
を
読
ん
で
く
だ

さ
い
。
ド
イ
ツ
在
住
の
日
本
人
の
方
か
ら
、「
彼
女
は
静
か
に
語
り
か
け
る
」
と
日
本
向
け
に
発
信
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
の
国
の
私
た
ち
の

生
活
は
今
、
急
激
な
変
化
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
」「
日
常
性
、
社
会
生
活
、
他
者
と
の
共
存
に
つ
い
て
、
私
た
ち
の
常
識
が
こ
れ
ま
で
に

な
い
形
で
試
練
を
受
け
て
い
ま
す
。
何
百
万
人
も
の
方
々
が
職
場
に
行
け
ず
、
お
子
さ
ん
た
ち
は
学
校
や
保
育
園
に
通
え
ず
、
劇
場
、
映

画
館
、
店
舗
は
閉
ま
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
最
も
つ
ら
い
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
人
と
人
と
の
付
き
合
い
が
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
誰
も
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
今
後
ど
う
な
る
の
か
疑
問
や
不
安
で
頭
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
す
。
本
日
は
現
下
の
状
況
に
お
け
る
首
相
と
し
て
の
、
ま
た
政
府
全
体
の
基
本
的
な
考
え
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う

に
通
常
と
は
異
な
る
形
で
皆
さ
ん
に
お
話
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」

「
開
か
れ
た
民
主
主
義
の
下
で
は
政
治
に
お
い
て
下
さ
れ
る
決
定
の
透
明
性
を
確
保
し
、説
明
を
尽
く
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の

取
組
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
説
得
力
あ
る
形
で
そ
の
根
拠
を
説
明
し
、
発
信
し
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
の
で
す
」

透
明
性
と
説
明
を
尽
く
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
ご
自
身
の
課
題
と
捉
え
て
く
だ
さ
れ
ば
、こ
の
課
題
は
必

ず
や
克
服
で
き
る
」「
た
だ
事
態
は
、
深
刻
に
と
ら
え
て
い
た
だ
き
た
い
。」

「
ド
イ
ツ
統
一
、
い
や
第
二
次
世
界
大
戦
以
来
、
我
が
国
に
お
け
る
社
会
全
体
の
結
束
し
た
行
動
が
、
こ
こ
ま
で
試
さ
れ
た
試
練
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
」

ま
た
死
者
の
数
字
の
こ
と
を
、
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「
こ
れ
は
、
単
な
る
抽
象
的
な
統
計
数
値
で
済
む
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
人
の
父
親
で
あ
っ
た
り
、
祖
父
、
母
親
、
祖
母
、
あ
る
い
は
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
り
す
る
、
実
際
の
人
間
が
関
わ
っ
て
く
る
話

な
の
で
す
。
そ
し
て
私
た
ち
の
社
会
は
一
つ
ひ
と
つ
の
命
、
一
人
ひ
と
り
の
人
間
が
重
み
を
持
つ
共
同
体
な
の
で
す
」

毎
日
何
人
が
か
か
っ
た
、
何
人
が
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
私
た
ち
は
こ
の
数
字
が
死
者
の
数
字
で
あ
る
こ
と
を
、
や
や
も
す
れ
ば
忘
れ

て
い
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、「
こ
う
し
た
制
約
は
、
渡
航
や
移
動
の
自
由
が
苦
難
の
末
に
勝
ち
取
ら
れ
た
権
利
で
あ
る
と
い
う
経
験
を
し
て
き
た
私
の
よ
う

な
人
間
に
と
り
、絶
対
的
な
必
要
性
が
な
け
れ
ば
正
当
化
し
得
な
い
も
の
な
の
で
す
。」
自
粛
や
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
制
約
は
絶
対
的
に
必
要

な
根
拠
が
な
け
れ
ば
正
当
化
し
得
な
い
、
し
か
し
今
は
命
を
救
う
た
め
に
避
け
ら
れ
な
い
の
だ
と
語
り
か
け
ま
す
。

感
染
対
策
と
い
う
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
人
権
の
制
限
は
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
の
か
、
こ
れ
は
日
本
に
お
い
て
も
憲
法
の
問
題
だ
と
多

く
の
識
者
が
問
題
提
起
を
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
小
池
知
事
が
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
う
言
葉
で
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
が
、
メ
ル
ケ
ル
も
「
感
謝
さ
れ
る
機
会
が

日
頃
あ
ま
り
に
も
少
な
い
方
々
に
も
、謝
意
を
述
べ
た
い
」「
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
係
や
商
品
棚
の
補
充
担
当
と
し
て
働
く
皆
さ
ん
は
現
下
の

状
況
に
お
い
て
最
も
大
変
な
仕
事
の
一
つ
を
担
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
人
々
の
た
め
に
働
い
て
く
だ
さ
り
、
社
会
生
活
の
機
能
を
維
持

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。」

メ
ル
ケ
ル
は
普
通
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
て
、
警
護
付
き
の
よ
う
で
す
が
、
ス
ー
パ
ー
に
も
買
い
物
に
行
く
よ
う
で
す
。

今
の
政
治
家
た
ち
に
欠
け
て
い
る
生
活
感
覚
の
差
が
こ
の
演
説
に
出
て
い
ま
す
。「
こ
の
国
民
か
ら
の
信
頼
と
い
っ
た
点
で
も
、日
本
は

ド
イ
ツ
や
台
湾
と
は
対
照
的
で
す
。」と
池
上
彰
さ
ん
が
書
か
れ
て
い
ま
す（
（1
（

。
政
治
や
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
が
心
打
つ
呼
び
か
け
を
し
な
い
と

一
人
ひ
と
り
の
行
動
変
容
が
起
き
ま
せ
ん
。
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台
湾
の
鉄
人
大
臣
と
オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
の
活
躍

台
湾
で
は
二
人
の
リ
ー
ダ
ー
の
活
躍
が
光
り
ま
す
。
陳
時
中
（Chén Shízhōng

）
鉄
人
大
臣
と
オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
で
す
。

台
湾
は
直
近
の
デ
ー
タ（
（1
（

で
、
二
千
四
百
万
人
の
国
民
が
い
ま
す
が
死
者
は
わ
ず
か
に
八
百
五
十
人
に
抑
え
て
い
ま
す
。

武
漢
の
亡
く
な
っ
た
医
師
が
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
告
発
し
た
の
が
二
〇
一
九
年
十
二
月
で
す
。
台
湾
の
衛
生
当
局
は
い
ち
早
く

国
境
閉
鎖
を
行
い
ま
す
。
十
二
月
三
十
一
日
に
警
戒
情
報
を
出
し
、鉄
人
大
臣Chen

さ
ん
は
百
日
間
休
ま
ず
記
者
会
見
を
し
て
い
ま
す
。

子
供
の
母
親
か
ら
、
ピ
ン
ク
の
マ
ス
ク
し
か
今
は
売
店
に
な
く
て
、
ピ
ン
ク
色
を
し
て
い
く
の
は
嫌
で
す
と
子
供
が
い
う
の
を
ど
う
し

た
ら
い
い
で
す
か
、
と
質
問
が
来
ま
し
た
。
大
臣
含
め
て
後
ろ
に
並
ぶ
衛
生
福
利
部
の
幹
部
た
ち
は
、
全
員
ピ
ン
ク
の
マ
ス
ク
を
し
て
、

記
者
会
見
に
臨
ん
だ
有
名
な
話
が
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の
疑
問
に
も
丁
寧
に
答
え
る
こ
と
を
大
臣
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
が
や
っ
て
い
る
の

で
す
。

も
う
一
人
、
若
い
オ
ー
ド
リ
ー
・
タ
ン
が
Ｉ
Ｔ
大
臣
に
な
り
、
台
湾
の
Ｄ
Ｘ
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
彼
は
天
才
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、
小
三
か
ら
不
登
校
を
経
験
し
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
も
告
白
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
の
感
染
者
集
計
ア

プ
リ
の
開
発
も
彼
で
す
。

一
躍
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
祖
母
の
要
望
を
聞
き
、
コ
ン
ビ
ニ
で
、
一
週
間
に
必
要
な
マ
ス
ク
が
手
に
入
る
仕
組
み
を
作
っ
た
こ
と
で

す
。
日
本
は
買
い
占
め
が
起
こ
り
、
マ
ス
ク
が
店
頭
か
ら
消
え
ま
し
た
。
台
湾
は
健
康
保
険
証
Ｉ
Ｄ
番
号
で
購
入
履
歴
を
残
し
、
買
い
占

め
を
防
ぎ
ま
し
た（
（1
（

。

そ
し
て
、
地
震
の
緊
急
速
報
を
使
い
、
緊
急
事
態
宣
言
や
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
こ
っ
た
時
の
地
域
の
警
戒
警
報
シ
ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
。

日
本
は
新
し
い
ア
プ
リ
や
シ
ス
テ
ム
に
何
十
億
円
投
資
し
て
使
い
物
に
な
ら
な
い
。
台
湾
で
は
、
災
害
情
報
を
使
っ
て
ア
ラ
ー
ト
を
出

す
、コ
ン
ビ
ニ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
健
康
保
険
証
の
Ｉ
Ｄ
番
号
で
買
い
占
め
を
防
ぐ
。
今
あ
る
も
の
を
使
っ
た
Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
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彼
は
台
湾
二
千
四
百
万
人
の
国
民
投
票
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
、
例
え
ば
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
で
投
票
を
や
る
と
い
う
新
し
い
民
主
主
義
の
仕
掛
け
も
作
っ
て
い
る
人
で
す
。

一
方
の
中
国
で
す
が
感
染
の
抑
え
込
み
に
は
成
功
し
て
は
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
よ
る
監
視
体
制
の

強
化
で
す
。
健
康
管
理
ア
プ
リH

ealth K
it

の
画
面
で
、
緑
色
が
出
て
い
る
人
は
入
店
可
能
。
さ
ら
にW

eChat Pay

ア
プ
リ
、
日
本
で

い
う
と
こ
ろ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ペ
イ
で
、
支
払
い
情
報
や
行
動
履
歴
は
市
や
警
察
当
局
が
す
べ
て
監
視
下
に
置
い
て
い
ま
す
。
鉄
道
で
長
距
離

移
動
し
た
デ
ー
タ
も
、
中
国
の
法
律
で
は
、
国
が
要
請
す
れ
ば
す
べ
て
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
も
、
三
週
間
家
に
い
る
か
三
週
間
ブ
タ
箱
に
入
る
か
、
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
ろ
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

ハ
ラ
リ
は
中
長
期
的
に
は
、
民
主
主
義
社
会
の
や
り
方
で
情
報
を
公
開
し
て
政
府
の
対
応
に
透
明
性
を
高
め
、
一
人
一
人
が
リ
テ
ラ
シ

ー
を
身
に
付
け
て
乗
り
越
え
る
こ
と
が
絶
対
プ
ラ
ス
に
な
る
と
言
っ
て
い
ま
す（
（1
（

。

第
三
章　

保
健
所
は
病
院
の
門
番　

大
阪
市
の
保
健
所
の
在
り
方

関
西
大
学
の
高
鳥
毛
敏
雄
先
生（
（1
（

は
、
保
健
所
が
あ
っ
た
こ
と
で
日
本
は
医
療
崩
壊
を
起
こ
さ
ず
、
病
院
の
門
番
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
保
健
所
も
非
常
に
脆
弱
な
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
疫
学
調
査
、
い
わ
ゆ
る
経
路
調
査
、
ど
こ
で
感
染
し
た
の
か
ど
う
い
う
家

族
構
成
な
の
か
、
ど
の
お
店
に
入
っ
て
い
た
の
か
等
の
追
跡
調
査
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
大
阪
市
の
保
健
所
は
こ
の
機
能
が
限
界
を

超
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す（
（1
（

。

保
健
所
行
政
は
、
長
年
の
結
核
と
の
闘
い
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
今
も
一
才
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
標
準
接
種
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
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が
、
図
６
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
結
核
は
毎
年
十
万
人
以
上
が
な
く
な
る
非
常
に
恐
ろ
し
い
感
染
症
で
し
た
。

明
治
以
降
、
生
糸
の
生
産
に
よ
る
繊
維
産
業
が
発
展
す
る
の
に
伴
い
結
核
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
工
場
で
起
こ
る
。
悲
し
い
歴
史
で
す
が
、

感
染
し
た
女
工
た
ち
が
農
村
に
戻
る
こ
と
で
結
核
が
広
が
る
、
と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。

よ
う
や
く
戦
後
に
ペ
ニ
シ
リ
ン
を
含
め
て
薬
剤
が
開
発
さ
れ
、
急
激
に
結
核
が
減
少
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

保
健
所
の
役
割
は
結
核
対
策
か
ら
食
品
衛
生
、
高
齢
、
母
子
、
精
神
保
健
に
、
虐
待
自
殺
の
問
題
や
、
生
活
習
慣
病
と
言
わ
れ
る
対
策

に
シ
フ
ト
し
、
災
害
時
の
被
災
者
支
援
も
入
っ
て
き
ま
す
（
図
７
）。
そ
し
て
、
感
染
症
は
重
要
な
要
素
だ
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
平
時
に
は

意
識
さ
れ
ず
、
全
国
の
保
健
所
の
数
が
半
減
さ
れ
て
い
き
ま
す
（
図
８
）。

図6
出典：高鳥毛敏夫　2021.7.25講演会資料

図 8　かろうじて生き残った保健所
出典：全国保健所長会HP

図 7
出典：高鳥毛敏夫　2021.7.25講演会資料
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一
九
九
四
年
に
は
地
域
保
健
法
が
制
定
さ
れ
、
中
核
市
規
模
か
二
次
医
療
圏
あ
た
り
一
か
所
と
決
め
ら
れ
ま
す
。
実
は
大
阪
市
に
保
健

所
は
阿
倍
野
の
一
か
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
中
核
市
の
規
模
は
市
で
保
健
所
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
政
令
指
定
都
市
は
、
区
ご
と
の
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
重
点
が
移
り
、
保
健
所
は
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
減
ら
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
に
耐
性
菌
の
問
題

が
起
こ
り
、
結
核
の
緊
急
事
態
宣
言
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
初
期
に
は
、
医
療
機
関
が
発
熱
し
た
患
者
を
受
け
付
け
な
い
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
ま
し
た
。
三
十
七
度
五
分
で

三
日
〜
四
日
続
い
た
ら
保
健
所
に
電
話
し
て
指
示
を
仰
ぎ
、
日
赤
病
院
や
都
島
区
の
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
、
感
染
症
専
門
病
院
に

行
く
よ
う
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
電
話
が
繋
が
ら
な
い
混
乱
が
続
き
ま
し
た
が
、
感
染
し
た
人
が
病
院
に
殺
到
す
る
こ
と
を
回
避
し
、
医
療

崩
壊
を
食
い
止
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
感
染
症
対
策
と
保
健
所
行
政

本
来
、
感
染
症
対
策
と
い
う
の
は
、
経
済
か
感
染
症
対
策
か
と
い
う
二
項
対
立
で
は
な
く
、
戦
前
は
農
村
部
の
対
策
の
た
め
に
農
学
、

経
済
学
、
ま
た
工
学
や
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
も
入
れ
て
公
衆
衛
生
の
対
策
を
作
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
戦
後
、
医
学
と
保
健
と
い
う
形

に
限
定
さ
れ
た
の
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
影
響
で
す（
（1
（

。

ま
た
結
核
対
策
は
、
罹
患
し
都
会
か
ら
農
村
へ
帰
っ
た
人
、
地
方
で
の
対
策
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
大
都
市
で
の
対
応
に
弱
さ
が
あ
っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す（
（1
（

。

今
後
の
感
染
症
の
対
応
と
し
て
、
大
阪
府
だ
け
で
は
な
く
、
通
勤
圏
を
考
え
た
関
西
圏
の
広
域
行
政
、
京
阪
神
の
知
事
と
市
長
が
共
通

認
識
で
対
応
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
す
。
す
で
に
九
州
・
山
口
県
知
事
会
が
、
九
州
と
沖
縄
県
、
山
口
県
で
重
症
患
者

用
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
の
相
互
利
用
の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す（
（2
（

。
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さ
ら
に
保
健
所
行
政
の
改
革
と
し
て
は
、
対
物
対
策
と
対
人
対
策
の
連
携
が
課
題
で
す
。
飲
食
店
な
ど
生
活
施
設
の
監
視
の
部
隊
と
ク

ラ
ス
タ
ー
対
策
班
と
が
協
力
す
る
体
制
が
ど
こ
ま
で
作
れ
る
か
。
特
に
人
口
二
百
七
十
万
人
の
大
阪
市
の
規
模
に
な
る
と
感
染
症
対
策
の

チ
ー
ム
を
、
本
来
は
五
十
万
人
に
一
か
所
、
つ
ま
り
五
カ
所
ぐ
ら
い
大
阪
市
で
持
た
な
い
と
対
応
で
き
な
い
。
そ
の
際
、
平
時
を
含
め
て

全
部
直
営
の
公
務
員
で
や
る
の
は
難
し
い
の
で
、
例
え
ば
疫
学
調
査
を
や
る
た
め
に
看
護
師
や
医
師
会
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
人
た

ち
が
、感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
と
き
に
保
健
所
行
政
に
協
力
す
る
。
公
民
連
携
の
組
織
が
必
要
と
提
言
を
さ
れ
て
い
ま
す（
（2
（

。

第
四
章　

専
門
家
の
知
見
を
理
解
す
る
必
要
性

専
門
家
の
科
学
的
な
情
報
を
も
と
に
、
私
た
ち
は
リ
テ
ラ
シ
ー
に
基
づ
い
て
行
動
で
き
て
い
る

の
か
。
ま
ず
専
門
家
の
み
な
さ
ん
の
紹
介
で
す
。

専
門
家
会
議
の
座
長
の
尾
身
茂
先
生（
（2
（

。
二
〇
〇
三
年
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
封
じ
込
め
を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
担
当

し
た
押
谷
仁
先
生（
（2
（

。
人
流
を
八
割
制
限
し
た
ら
一
挙
に
感
染
は
減
っ
て
い
く
と
い
う
数
理
疫
学
の

専
門
家
の
西
浦
博
先
生（
（2
（

。『
新
型
コ
ロ
ナ
の
大
誤
解
』
と
内
務
省
の
報
告
書
か
ら
﹃
現
代
語
訳　

流
行
性
感
冒
﹄
を
執
筆
さ
れ
た
西
村
秀
一
先
生
。

こ
う
い
う
人
た
ち
が
お
ら
れ
た
こ
と
で
、
日
本
は
早
期
の
三
密
対
策
や
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
対
応

が
で
き
ま
し
た
。

西
浦
先
生
の
分
野
は
、
非
常
に
専
門
的
な
分
野
で
、
実
行
再
生
産
数
と
い
う
一
人
の
患
者
か
ら

ど
れ
だ
け
の
感
染
者
が
広
が
る
の
か
を
、
常
に
数
式
で
予
測
し
、
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
の
対
応

図9　SARSとCOVID-19の違い
出典：押谷仁「COVID-19への対策の概念」
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や
解
除
の
予
想
に
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

押
谷
先
生
は
二
〇
二
〇
年
三
月
、
武
漢
の
ツ
ア
ー
の
感
染
か
ら
一
ヶ
月
も
立
た
な
い
時
期
に
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
を
分
析
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
９
）。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
短
期
間
に
重
症
化
し
、
感
染
経
路
が
追
い
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
無
症
状
や
軽
症
の
人
が
い
る
。

図
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
上
の
人
だ
け
重
症
化
し
て
亡
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
非
常
に
対
応
が
難
し
い
。

札
幌
で
は
武
漢
の
ツ
ア
ー
客
が
旅
行
し
た
後
に
感
染
が
広
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
若
年
層
、
五
十
才
以
下
で
ク
ラ
ス
タ
ー
の

可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
軽
症
や
風
邪
程
度
の
人
が
多
く
顕
在
化
し
な
か
っ
た
。
高
齢
者
へ
の
感
染
で
重
症
化
す
る
、
若
年
層
の
重
症
例

が
出
て
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
が
相
当
広
が
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
顕
在
化
し
た
と
検
証
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
タ
ー
の
起
こ
る
環
境
の
類
型
化
と
い
う
の
は
、

い
わ
ゆ
る
三
密
で
す
。
今
で
は
三
密
を
避
け
る
と
い
う
の

は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
二
〇
二
〇
年

三
月
二
十
九
日
の
資
料
で
出
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
10
、
図

11
）。特

に
、
換
気
量
が
増
大
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ァ
ハ
ァ
と

い
う
大
声
を
出
す
と
か
歌
う
と
か
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
、

休
憩
室
で
の
感
染
例
な
ど
、
複
数
の
密
接
し
た
接
触
で

す
。
多
く
は
咳
や
く
し
ゃ
み
が
な
く
、
通
常
の
飛
沫
感
染

図11　クラスターの起きる環境の類型化②
出典：押谷仁「COVID-19への対策の概念」

図10　クラスターの起きる環境の類型化
出典：押谷仁「COVID-19への対策の概念」
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で
は
な
い
と
、
す
で
に
こ
の
時
点
で
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
大
誤
解　

空
気
感
染
の
対
策
を

最
新
の
知
見
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
西
村
秀
一
先
生
の
著
書
『
新
型
コ
ロ
ナ
の
大
誤
解
』
が
二
〇
二
一
年
に
出
版
さ
れ
ま
し
た（
（2
（

。

学
校
や
オ
フ
ィ
ス
、
飲
食
店
の
方
に
も
一
読
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

一
言
で
い
う
と
飛
沫
感
染
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
、
押
谷
先
生
が
分
析
し
て
い
た
換
気
量
の
増
大
に
よ
る
空
気
感
染
が

大
半
だ
、
と
い
う
指
摘
で
す
。

咳
き
込
ん
だ
時
の
富
岳
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て
、
飛
沫
感
染
が
印
象
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
村
先
生
は
一
回
で
出
て
く
る
ウ

イ
ル
ス
の
量
も
限
ら
れ
て
い
る
、
マ
ス
ク
を
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
ブ
ロ
ッ
ク
で
き
る
。
そ
の
中
で
生
き
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
は
百
分
の
一
か
ら

千
分
の
一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

吉
村
知
事
が
発
言
し
た
イ
ソ
ジ
ン
の
効
果
も
説
明
が
あ
り
ま
す
。
西
村
先
生
ご
自
身
が
、
感
染
者
の
出
た
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
り
込
ん
だ

あ
と
は
、
イ
ソ
ジ
ン
で
十
二
時
間
お
き
に
う
が
い
を
し
、
鼻
に
イ
ソ
ジ
ン
の
薄
い
液
を
入
れ
て
鼻
う
が
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
の

高
い
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
あ
と
は
イ
ソ
ジ
ン
の
効
果
が
あ
る
。
吉
村
知
事
の
説
明
は
ち
ょ
っ
と
お
か
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
イ
ソ
ジ
ン
の
使

い
方
は
有
効
な
場
合
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
三
つ
の
密
が
重
な
ら
な
く
て
も
危
険
な
場
合
が
あ
る
。
野
外
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
際
に
、
非
常
に
近
い
距
離
で
マ
ス
ク
を

外
し
て
お
酒
を
飲
ん
で
大
声
で
会
話
し
て
い
る
と
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
が
で
き
て
空
気
感
染
の
可
能
性
が
あ
り
え
ま
す
。
同
様
に
ス
タ
ジ
ア
ム

も
大
声
を
出
し
て
応
援
す
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
し
ま
う
と
リ
ス
ク
が
あ
る
。
野
球
場
や
サ
ッ
カ
ー
場
は
大
丈
夫
だ
、
換
気
が
で
き
て

空
気
が
動
い
て
い
る
と
思
い
が
ち
で
す
。
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ま
た
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
も
多
く
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
手
と
遮
断
さ
れ
て
い
る
安
心
感
が
あ
り
ま
す
が
、
完

全
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
囲
う
と
、
空
気
が
滞
留
し
換
気
さ
れ
な
い
ほ
う
が
危
険
で
す
。

特
に
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
や
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
は
空
気
感
染
を
防
ぐ
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
は
患
者
の
飛
沫
を
直

接
浴
び
た
く
な
い
ド
ク
タ
ー
が
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
で
防
止
し
て
い
る
も
の
で
す
。
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
や
、
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
立
て
て
も
、
感
染
者
が
い
た
ら
、
空
気
感
染
な
の
で
、
百
四
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
越
え
て
く
る
実

験
結
果
が
あ
り
ま
す
。
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
だ
け
で
は
、
防
止
で
き
な
い
こ
と
を
知
る
べ
き
で

す
。著

書
で
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
と
少
し
の
席
し
か
な
い
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
や
、
焼
肉
屋
さ
ん
が
安
全
だ
と
例
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
湯
気
と

ロ
ー
ス
タ
ー
の
煙
を
常
時
換
気
扇
で
吸
い
込
ん
で
い
る
。こ
の
よ
う
に
換
気
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
リ
ス
ク
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

葬
儀
に
関
し
て
で
す
が
、
呼
吸
を
し
て
い
な
い
遺
体
を
密
封
す
る
必
要
は
全
く
な
い
。
国
が
出
し
た
通
知
で
、
遺
体
、
亡
く
な
っ
た
方

と
の
対
面
が
で
き
な
い
。
完
全
密
封
袋
に
包
ん
で
、
お
葬
式
が
終
わ
っ
た
か
ら
火
葬
場
に
直
行
す
る
お
葬
式
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

お
金
の
表
面
と
か
机
と
か
ド
ア
ノ
ブ
に
生
き
た
ウ
イ
ル
ス
は
い
な
い
こ
と
も
大
事
な
点
で
す
。
便
か
ら
も
ド
イ
ツ
の
報
告
で
は
生
き
た

ウ
イ
ル
ス
が
出
て
き
た
例
は
な
い
。
但
し
、
感
染
し
て
い
る
人
の
下
痢
症
状
は
あ
る
の
で
そ
う
い
う
人
が
い
る
所
は
別
で
す
。

Ｃ
Ｄ
Ｃ
ア
メ
リ
カ
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
の
報
告
で
は
、
ド
ア
ノ
ブ
に
生
き
た
ウ
イ
ル
ス
が
い
る
確
率
は
百
万
回
に
一
回
で
す
。
過

剰
な
消
毒
は
必
要
が
な
く
、
普
通
の
水
拭
き
で
机
を
拭
い
て
い
た
ら
十
分
で
す
。

感
染
者
が
出
た
場
合
だ
け
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
っ
て
、
毎
日
や
る
必
要
は
な
い
、
特
に
小
中
学
校
の
先
生
方
に
伝
え

た
い
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
飲
食
店
の
机
の
消
毒
も
過
剰
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
精
度　

抗
原
検
査
の
活
用

驚
い
た
の
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
全
数
し
な
か
っ
た
こ
と
が
医
療
崩
壊
を
防
い
だ
と
の
指
摘
で
す
。
検
査
陽
性
イ
コ
ー
ル
感
染
者
で
な
い
。

死
ん
だ
ウ
イ
ル
ス
に
も
反
応
す
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
内
村
選
手
で
話
題
と
な
っ
た
偽
陽
性
。
検
査
の
ヒ
ッ
ト
率
が
六
割
ぐ
ら
い
で
す
の

で
、
三
割
の
疑
陽
性
や
見
逃
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
陽
性
の
人
を
全
部
病
院
に
行
か
せ
て
い
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
。

抗
原
検
査
で
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
Ｊ
リ
ー
グ
の
試
合
で
国
の
実
証
実
験
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
抗
原
検
査
で
マ

イ
ナ
ス
の
人
と
い
う
の
は
、
少
量
の
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
て
い
て
も
、
感
染
力
は
今
な
い
と
ま
で
は
判
定
で
き
ま
す
。
プ
ラ
ス
が
出
た
ら
感

染
で
す
。
大
学
の
保
健
室
も
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
置
い
て
、
学
生
を
す
ぐ
に
隔
離
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
、
抗
体
検
査
と
い
う
の
は
ウ
イ
ル
ス
侵
入
歴
、
か
か
っ
た
か
ど
う
か
が
わ
か
る
履
歴
調
査
で
す
。

マ
ス
ク
は
触
っ
て
も
い
い　

ウ
レ
タ
ン
マ
ス
ク
の
効
果
は
低
い

マ
ス
ク
に
つ
い
て
の
誤
解
で
す
が
、マ
ス
ク
を
触
っ
た
ら
表
面
に
ウ
イ
ル
ス
が
つ
い
て
い
て
だ
め

だ
と
教
わ
り
ま
し
た
。
実
際
は
、マ
ス
ク
の
表
面
に
ウ
イ
ル
ス
は
い
な
い
。
静
電
気
で
繊
維
の
隙
間

に
ト
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
触
っ
て
も
大
丈
夫
。
人
ご
み
や
、
満
員
電
車
で
乗
客
が
増
え
て
き

て
リ
ス
ク
が
高
い
と
思
え
ば
、
鼻
の
と
こ
ろ
を
押
さ
え
、
マ
ス
ク
を
触
っ
て
付
け
方
を
確
認
し
た
方

が
い
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
触
ら
な
い
ほ
う
が
危
険
で
、ず
れ
て
き
た
ら
鼻
も
口
も
覆
う
形
で
や

る
方
が
い
い
。

特
に
マ
ス
ク
の
性
能
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
が
必
要
で
す
（
図
12
）。
ウ
イ
ル
ス
を
ト
ラ
ッ
プ

す
る
、
除
去
す
る
効
果
で
す
が
、
ウ
レ
タ
ン
マ
ス
ク
は
数
％
の
効
果
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ク
タ
ー

図12　マスク素材別の粒子除去性能
出典：西村秀一「新型コロナの大誤解」

■マスク素材別の粒子除去性能

マスクの表面にウイルスはいない
繊維の隙間にトラップされている
８時間程度で性能が低下
西村秀一
「新型コロナの大誤解」
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用
の
Ｎ
95
マ
ス
ク
は
九
十
％
以
上
で
す
。
不
織
布
マ
ス
ク
の
ウ
イ
ル
ス
の
ト
ラ
ッ
プ
の
効
果
が
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
を
先
生

の
研
究
室
で
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
は
二
十
〜
三
十
％
で
す
。
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
は
、
や
は
り
相
当
レ
ベ
ル
が
低
い
。

不
織
布
マ
ス
ク
で
き
ち
っ
と
ガ
ー
ド
し
た
上
で
、
八
時
間
程
度
で
性
能
が
落
ち
る
こ
と
も
知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

第
五
章　

同
調
圧
力
と
差
別

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
一
般
市
民
が
差
別
と
偏
見
で
患
者
と
家
族
の
人
権
を
奪
っ
て
き
た
歴
史
で
す
。
こ
の
反
省

の
上
に
「
ハ
ン
セ
ン
病
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
等
の
感
染
症
の
患
者
等
に
対
す
る
い
わ
れ
の
な
い
差
別
や
偏
見
が
存
在
し
た
と
い
う

事
実
を
重
く
受
け
止
め
」
と
い
う
文
言
が
、
一
九
九
九
年
の
感
染
症
法
の
前
文
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
初
期
に
は
、
内
務
省
と
保
健
所
と
警
察
が
患
者
狩
り
を
行
っ
た
、「
刈
り
込
み
」
と
当
時
の
記
録
に
あ
り
ま
す
。
お
召
列
車
が
来

て
、
瀬
戸
内
海
や
、
人
の
少
な
い
と
こ
ろ
に
療
養
所
を
作
り
強
制
収
容
し
た
の
で
す
。

子
供
が
生
ま
れ
た
人
が
地
元
の
小
学
校
を
希
望
す
る
と
、
療
養
所
の
子
ど
も
を
入
れ
る
な
と
地
元
の
保
護
者
が
大
反
対
運
動
を
す
る
。

家
族
も
ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
を
出
し
た
こ
と
を
身
内
に
隠
し
て
き
た
。
戦
後
、
薬
も
治
療
法
も
開
発
さ
れ
、
ら
い
菌
の
感
染
力
は
強
く
な

い
と
知
見
が
出
て
い
た
の
に
隔
離
収
容
は
続
い
て
き
た
。
い
ま
だ
に
全
国
十
四
所
の
療
養
所
で
一
〇
〇
四
人
（
厚
生
労
働
省
二
〇
二
一
年

五
月
）
の
方
々
が
自
分
の
住
み
慣
れ
た
家
に
帰
れ
ず
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ハ
ン
セ
ン
病
で
す（
（2
（

。

感
染
者
を
排
除
す
る
、
感
染
を
隠
す
、
医
療
従
事
者
の
子
ど
も
が
保
育
所
の
登
園
を
拒
否
さ
れ
る
、
コ
ロ
ナ
病
棟
に
勤
務
し
て
い
る
こ

と
を
言
え
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
は
同
じ
歴
史
を
繰
り
返
し
て
い
な
い
か
。

演
劇
作
家
の
鴻
上
尚
史
さ
ん
と
九
州
大
学
の
佐
藤
直
樹
先
生
が
「
同
調
圧
力
」
と
い
う
本
を
書
か
れ
て
い
ま
す（
（2
（

。
被
害
者
で
あ
る
は
ず
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の
感
染
者
が
謝
る
日
本
、
こ
れ
は
穢
れ
思
想
と
排
除
と
い
う
考
え
方
が
根
強
く
日
本
に
あ
る
か
ら
だ
。
決
定
的
に
欧
米
と
違
う
の
は
犯
罪

加
害
者
家
族
が
、
親
の
顔
を
見
た
い
と
い
う
世
間
の
圧
力
で
全
く
顔
を
出
せ
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
正
当
防
衛
的
な
形
で
相
手
を
傷
つ

け
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
犯
罪
を
犯
し
た
家
族
も
ず
っ
と
顔
を
出
せ
な
い
社
会
だ
と
の
指
摘
で
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
の
初
期
に
京
産
大
の
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た（
（2
（

 

。
卒
業
旅
行
を
し
た
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
が
、
欧
州
か
ら
帰
国
、
サ
ー
ク
ル
の

打
ち
上
げ
や
、
地
域
貢
献
を
し
て
い
た
井
手
町
役
場
の
職
員
さ
ん
の
飲
み
会
で
、
感
染
を
拡
大
さ
せ
た
と
い
う
事
件
で
す
。
抗
議
の
電
話

が
大
学
に
殺
到
、
京
産
大
生
は
な
っ
て
い
な
い
、
京
産
大
生
は
立
ち
入
り
禁
止
と
、
近
所
の
食
堂
に
張
り
紙
が
さ
れ
、
就
活
の
面
接
ま
で

来
る
な
と
い
う
事
態
で
し
た
。

な
ぜ
こ
こ
ま
で
バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
の
か
。
学
生
が
旅
行
し
た
時
に
、
渡
航
禁
止
措
置
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
感
染
が
徐
々
に
起
こ
っ
て
き
た
時
期
で
す
が
、
三
月
十
四
日
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
大
学
も
卒
業
す
る

学
生
た
ち
を
止
め
る
理
由
が
な
い
わ
け
で
す
。

も
う
一
つ
、大
阪
の
コ
リ
ア
国
際
学
園
の
理
事
長
で
も
あ
る
金
淳
次
さ
ん
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
無
意
識
の
差
別
延
々
と
」
の
二
〇
二
一

年
五
月
十
九
日
朝
日
新
聞
の
記
事
で
す
。
パ
チ
ン
コ
店
を
閉
め
な
い
で
お
客
さ
ん
が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
メ
デ
ィ
ア
が
放
映
し
、
抗
議

が
殺
到
し
ま
し
た
。

な
ん
と
栃
木
県
で
は
、
六
店
舗
が
公
表
さ
れ
て
四
店
舗
が
廃
業
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
ま
す（
（2
（

。

ス
ー
パ
ー
や
生
活
施
設
以
外
閉
め
ろ
と
い
う
時
に
、
パ
チ
ン
コ
店
を
開
い
て
い
る
の
は
け
し
か
ら
ん
。
業
界
の
経
営
者
の
多
く
が
在
日

コ
リ
ア
ン
で
あ
る
と
い
う
民
族
差
別
の
問
題
も
絡
ん
で
バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
で
も
千
二
百
件
の
タ
レ
コ
ミ
電
話
が
あ
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
チ
ン
コ
店
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
き
た
と
い
う
報
告
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
た
。
賃
貸
契
約
の
ホ
ー
ル
は
売
り
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上
げ
が
な
か
っ
た
ら
家
賃
が
払
え
ま
せ
ん
。
不
安
が
差
別
を
誘
発
す
る
事
態
を
ど
う
食
い
止
め
る
の
か
。
ま
た
、
廃
業
や
事
業
閉
鎖
に
追

い
込
む
行
政
処
分
は
、
明
ら
か
な
財
産
権
や
営
業
の
自
由
の
侵
害
で
す
。

指
示
、
公
表
と
公
的
補
償

知
事
の
要
請
、
指
示
、
公
表
の
権
限
行
使
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特
別
措
置
法
（
以
下
特
措
法
）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

特
措
法
四
十
五
条
の
二
項
に
基
づ
く
要
請
、
施
設
管
理
者
に
休
業
要
請
を
す
る
、
従
わ
な
い
場
合
は
施
設
管
理
者
に
対
し
て
「
一
定
の
場

合
」
に
「
指
示
」
が
で
き
る
、「
指
示
」
に
従
わ
な
い
と
き
は
「
公
表
す
る
」、
と
条
文
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
公
的
な
補
償
の
規
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
解
釈
で
は
、「
こ
れ
は
施
設
の
使
用
制
限
等
の
要
請
等
の
措
置
は
、

・
学
校
、
興
行
場
等
の
施
設
の
使
用
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
ま
ん
延
の
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
本
来
危
険
な
事
業
等
は
自
粛
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
中
に
、
潜
伏
期
間
等
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
期
間
は
一
時
的
で
あ
る
こ
と

・
学
校
、
興
行
場
等
の
使
用
制
限
を
受
け
た
者
は
法
的
義
務
を
負
う
が
、
罰
則
に
よ
る
担
保
等
に
よ
っ
て
強
制
的
に
使
用
を
中
止
さ
せ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
権
利
の
制
約
は
限
定
的
で
あ
る
。」「
事
業
活
動
に
内
在
す
る
社
会
的
制
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
公

的
な
補
償
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い（
（3
（

」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
的
義
務
の
な
い
政
策
判
断
と
し
て
の
補
償
で
す
の
で
、
名
称
も
協
力
金
、
国
が
自
治
体
に
交
付
し
、
事
業
者
の
自
己
申
告
と
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
知
事
権
限
で
指
示
を
出
し
、
店
名
を
公
表
す
る
行
為
は
、
行
政
処
分
で
あ
り
、
当
然
義
務
的
な
補
償
の
対
象
で
す
。
例
え
ば
、
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土
地
収
用
法
に
基
づ
く
強
制
収
用
に
は
補
償
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
く
特
措
法
六
十
二
条
に
物
資
や
土
地
の
使
用
を
行
っ
た
場
合
の
補
償
規

定
が
あ
り
ま
す
。
店
名
公
表
と
い
う
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
弁
明
機
会
が
与
え
ら
れ
、
休
業
な
ど
の
補
償
を
義
務
的
に
行
う
こ
と
は
必
須

で
す
。

二
〇
二
一
年
一
月
特
措
法
改
正
―
罰
金
を
与
野
党
協
議
で
修
正
合
意

二
〇
二
一
年
一
月
に
は
、
事
業
者
や
感
染
者
へ
の
罰
則
に
つ
い
て
の
特
措
法
改
正
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
罰
則
に
は
、
同
じ
カ
リ
ョ

ウ
で
す
が
、
過
料
と
科
料
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
科
料
は
刑
事
罰
で
す
。
犯
罪
歴
に
な
り
ま
す
。
枝
野
さ
ん
た
ち
野
党
が
抵
抗
し
て
、

罰
則
が
過
料
、
交
通
違
反
の
反
則
金
の
扱
い
に
変
わ
り
ま
し
た
。

当
初
の
案
は
、入
院
拒
否
に
一
年
以
下
の
懲
役
、百
万
円
以
下
の
罰
金
で
し
た
。
保
健
所
の
疫
学
調
査
も
拒
否
や
虚
偽
申
告
で
、五
十
万

円
以
下
の
罰
金
で
す
。
与
野
党
協
議
で
修
正
さ
れ
た
と
は
い
え
、
入
院
拒
否
が
五
十
万
円
以
下
、
保
健
所
の
調
査
拒
否
が
三
十
万
円
以
下

の
行
政
罰
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
や
、
蔓
延
防
止
の
際
の
事
業
者
の
違
反
も
三
十
万
円
以
下
、
二
十
万
円
以
下
の
行
政
罰
が

そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
ま
す
。

新
橋
の
店
主
た
ち
が
新
橋
一
揆
を
や
り
ま
し
た（
（3
（

。
店
主
た
ち
は
、
仕
事
帰
り
の
方
々
が
来
て
く
れ
る
居
酒
屋
で
時
短
を
守
っ
て
い
た
ら

も
う
店
が
つ
ぶ
れ
る
の
で
営
業
し
た
い
。
東
京
都
で
は
、
時
短
命
令
は
憲
法
違
反
と
裁
判
を
し
て
い
る
社
長
も
お
ら
れ
ま
す（
（3
（

。
こ
の
よ
う

な
切
実
な
声
を
反
映
し
た
法
改
正
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
法
律
の
運
用
も
保
健
所
の
業
務
で
す
。
拙
速
な
法
改
正
が
現
場
を
よ
り
混
乱
さ

せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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第
六
章　

地
域
の
力
で
乗
り
越
え
よ
う

東
京
は
区
ご
と
の
感
染
者
数
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
江
戸
川
区
は
十
万
人
当
た
り
の
感
染
者
数
が
新
宿
区
の
十
分
の
一
。
取
り

組
み
が
早
期
に
開
始
さ
れ
、
医
師
会
と
駐
車
場
を
借
り
上
げ
て
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
検
査
を
導
入
し
、
陽
性
者
に
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

を
配
布
し
ま
し
た
。
斎
藤
猛
区
長
が
職
員
か
ら
の
提
案
を
募
集
し
、
一
学
期
の
間
は
給
食
無
償
化
を
や
る
な
ど
次
々
と
施
策
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す（
（3
（

。

明
石
市
の
泉
房
穂
市
長
も
子
育
て
政
策
で
有
名
で
す
が
、
保
育
無
償
化
プ
ラ
ス
保
育
士
さ
ん
が
明
石
市
に
勤
務
す
る
と
年
間
二
十
万
円

の
特
別
手
当
が
出
ま
す
。
ま
た
、
今
あ
る
制
度
を
活
用
し
、
児
童
手
当
を
も
ら
っ
て
い
る
人
た
ち
に
申
請
な
し
で
、
子
ど
も
一
人
に
つ
き

五
万
円
給
付
を
や
り
ま
し
た
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
の
実
態
に
合
わ
せ
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た（
（3
（

。

こ
れ
ま
で
の
申
請
主
義
で
は
、
市
役
所
に
人
が
あ
ふ
れ
、
申
請
書
の
チ
ェ
ッ
ク
に
膨
大
な
労
力
が
い
る
。
だ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
だ
、
Ｄ

Ｘ
だ
と
な
る
の
で
す
が
、
今
あ
る
制
度
を
活
用
す
る
発
想
が
大
事
で
す
。

練
馬
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
（3
（

に
は
、
地
域
共
生
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
店
員
さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い

た
視
覚
障
害
の
人
が
距
離
を
取
れ
と
言
わ
れ
て
店
員
に
頼
み
に
く
く
な
っ
た
。
床
に
印
が
付
い
て
い
る
け
れ
ど
テ
ー
プ
が
見
え
な
い
の
で

不
安
に
な
り
、
買
い
物
に
行
く
機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
釣
り
銭
が
ト
レ
ー
の
上
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
手
渡
し
が
な
く
な
っ
た

の
で
非
常
に
困
っ
て
い
る
。
マ
ス
ク
を
つ
け
て
い
る
の
で
口
の
動
き
が
読
み
と
れ
な
い
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
日
常
生
活
の
中
で
、
困
っ
て

い
る
人
の
声
に
気
づ
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
は
八
尾
市
地
域
共
生
課
の
職
員
の
方
に
講
義
い
た
だ
い
た
「
地
域
生
活
と
法
」
と
い
う
授
業
で
の
実
態
調
査
の
報
告
で
す
。
八
尾
市

に
お
い
て
約
三
千
五
百
人
の
方
が
個
人
給
付
金
十
万
円
の
申
請
を
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
二
〇
二
〇
年
夏
の
段
階
で
分
か
り
ま
し
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た
。
高
齢
者
の
方
々
が
ア
ク
セ
ス
で
き
て
い
な
い
の
で
は
と
問
題
提
起
し
、
八
尾
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

委
託
業
者
、
福
祉
事
務
所
の
職
員
さ
ん
た
ち
が
、
生
活
保
護
や
高
齢
者
な
ど
、
申
請
し
て
こ
な
か
っ
た
人
た
ち
の
リ
ス
ト
を
手
分
け
し
て

コ
ロ
ナ
の
中
で
訪
問
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
十
代
の
人
達
で
地
域
か
ら
孤
立
し
て
い
る
人
た
ち
が
申
請
し
な
か
っ
た
と
い
う

特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
生
活
困
窮
や
孤
立
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
行
政
と
市
民
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
組
織
の
役
割
が
注
目
で
す
。

六
十
周
年
を
迎
え
た
住
吉
の
地
域
の
隣
保
館
で
は
、
行
政
が
十
分
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
ま
し
た
。
一
斉
休
校

中
の
子
ど
も
た
ち
の
昼
食
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
を
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
協
会
な
ご
み
さ
ん
と
協
力
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
図
13
）。

大
阪
市
生
野
区
の
地
域
ワ
ク
チ
ン
接
種
七
千
二
百
回
の
取
り
組
み
も
、
中
間
支
援
組
織
い
く
の
も
り
と
心
あ
る
医
師
た
ち
の
協
力
で
実

現
し
ま
し
た
。

村
田
病
院
の
中
村
和
仁
医
師
が
八
人
の
医
師
に
呼
び
か
け
て
、
保
健
所

と
大
阪
市
の
了
解
の
上
、
校
区
の
憩
い
の
家
を
巡
回
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
取
り
組
み
、
累
計
七
千
二
百
回
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
活
動
協
議
会
や

連
合
町
会
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
中
心
は
、

一
般
社
団
法
人
い
く
の
も
り
、
生
野
区
の
中
間
支
援
組
織
と
し
て
区
役
所

に
事
務
所
を
置
い
て
活
動
し
て
い
ま
す
（
図
14
）。

大
阪
市
か
ら
予
約
の
書
類
が
来
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
な
い
、

電
話
も
つ
な
が
ら
な
い
、
高
齢
者
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
た
時
に
非
常
に

タ
イ
ム
リ
ー
で
し
た
。
ま
た
、
生
野
区
で
は
中
小
企
業
が
多
く
、
海
外
か

図13

図14
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ら
の
技
能
実
習
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
生
野
産
業
会
と
協
力
し
て
、
職
域
接
種
も
取
り
組
ま
れ
、
外
国
人
の
方
々
が
ア
ク

セ
ス
で
き
る
形
に
も
な
り
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
風
邪
の
時
代
に
、
方
面
委
員
制
度
を
作
り
、
地
域
共
生
社
会
の
萌
芽
を
作
っ
た
大
阪
の
先
人
た
ち
の
取
り
組
み
。
最
後
に
、

こ
の
精
神
を
受
け
受
け
継
ぎ
、
地
域
の
力
を
信
じ
て
乗
り
越
え
よ
う
！
の
言
葉
で
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
1
） 	

西
村
秀
一　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
長

（
2
） 	

西
村
秀
一
訳
『
現
代
語
訳　

流
行
性
感
冒
一
九
一
八
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
記
録
』
内
務
省
衛
生
局
編
、
平
凡
社
、

二
〇
二
一
年

（
3
） 	

ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ　

一
九
七
六
年
イ
ス
ラ
エ
ル
生
ま
れ
の
歴
史
学
者
、
哲
学
者
。
二
〇
一
四
年
『
サ
ピ
エ
ン
ス
全
史
』
の
世
界
的
ヒ
ッ

ト
に
よ
り
一
躍
時
代
の
寵
児
と
な
る
。
二
〇
一
六
年
の
『
ホ
モ
・
デ
ウ
ス
』
で
は
衝
撃
の
未
来
予
想
図
で
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
。
Ｗｅ
ｂ
河
出

書
房

https://w
eb.kaw

ade.co.jp/bungei/3473/　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
4
） 	

同
右https://w

eb.kaw
ade.co.jp/bungei/3455/　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
5
） 	

池
上
彰
、『
大
人
の
教
養
３
』、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
二
一
年
、
七
〇
―
七
四
頁

（
6
） 	

池
田
一
夫
ほ
か
「
日
本
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
精
密
分
析
」『
東
京
都
健
康
安
全
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
五
十
六
巻
、
二
〇
〇
五
年
、

三
六
九
―
三
七
四
頁 

（
7
） 	

「
歴
史
記
録
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
池
田
光
穂
、https://w

w
w
.cscd.osaka-u.ac.jp/user/rosaldo/071102influence.htm

l

（
大

阪
大
学
Ｃ
Ｏ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
）　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
8
） 	

「
民
生
委
員
制
度
の
歴
史
」

https://w
w
w
.city.osaka.lg.jp/chuo/page/0000532228.htm

l　
（
大
阪
市
中
央
区
役
所
）
二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
9
） 	

前
掲
脚
注
２
﹃
現
代
語
訳　

流
行
性
感
冒
﹄
二
三
八
―
二
四
〇
頁



研 究 ノ ー ト

阪経法論 86（’22. 3）　128

（
10
） 	

前
掲
脚
注
４
と
同
様

（
11
） 	

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
テ
レ
ビ
演
説
二
〇
二
〇
年
三
月
十
八
日
」（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
使
館

総
領
事
館
）

https://japan.diplo.de/ja-ja/them
en/politik/-/2331262　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
12
） 	
前
掲
脚
注
5
『
大
人
の
教
養
３
』
九
七
頁

（
13
） 	

外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.anzen.m

ofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_008.htm
l#ad-im

age-0　

二
〇
二
二
年
一
月
七
日

（
14
） 	

前
掲
脚
注
5
『
大
人
の
教
養
３
』
九
七
頁

（
15
） 	

前
掲
脚
注
４

（
16
） 	

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
、
社
会
安
全
研
究
科
教
授

（
17
） 	

「
新
型
コ
ロ
ナ
、
日
本
独
自
戦
略
の
背
景
に
結
核
と
の
闘
い
対
策
の
要
『
保
健
所
』
の
歴
史
か
ら
見
え
る
も
の
」

（https://nordot.app/636063326715642977  47N
EW
S

）
二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
18
） 	

高
鳥
毛
敏
雄
「
公
衆
衛
生
の
歴
史
と
感
染
症
対
策
、
今
改
め
て
保
健
所
の
役
割
を
考
え
る
〜
生
存
権
・
健
康
権
を
保
障
す
る
第
一
線
の
機
関
〜
」

『
Ｐ
Ｈ
Ｎ
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
21
』
萌
文
社
、
二
〇
二
一
年
、
三
四
―
三
七
頁

（
19
） 	

前
掲
脚
注
16

（
20
） 	

「
第
一
五
六
回
九
州
地
方
知
事
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
」（
福
岡
県
）

https://w
w
w
.pref.fukuoka.lg.jp/site/chiji-top/kyu-shi156.htm

l　

（
21
） 	

「
民
間
活
用 

制
度
化
を
～
大
都
市
の
保
健
所 

負
担
軽
減
が
急
務
…
高
鳥
毛
敏
雄
・
関
西
大
教
授
（
公
衆
衛
生
学
）
に
聞
く
」『
読
売
新
聞
オ
ン

ラ
イ
ン
』
二
〇
二
一
年
九
月
二
十
一
日

https://w
w
w
.yom

iuri.co.jp/local/kansai/new
s/20210912-O

Y
O
1T
50010/

（
22
） 	

政
府
の
基
本
的
対
処
方
針
分
科
会
会
長
、
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ:

ジ
ェ
イ
コ
ー
）
理
事
長
、
自
治
医
科
大
学

一
期
生
、
一
九
九
〇
年
か
ら
Ｗ
Ｈ
Ｏ
勤
務
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https://m
edicalnote.jp/doctors/161202-001-T

N

　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
23
） 	
東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授

https://w
w
w
.m
ed.tohoku.ac.jp/100th/basic/basic04.htm

l　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
24
） 	

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
、
環
境
衛
生
学
教
授

https://w
w
w
.m
ed.kyoto-u.ac.jp/organization-staff/research/doctoral_course/r-135/　

（
25
） 	

西
村
秀
一
「
も
う
騙
さ
れ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
の
大
誤
解
」
幻
冬
社
、
二
〇
二
一
年
六
月
二
十
三
日

（
26
） 	

ハ
ン
セ
ン
病
国
賠
訴
訟
「
人
権
侵
害
と
そ
の
歴
史
」（
ハ
ン
セ
ン
病
国
賠
弁
護
団
）

https://w
w
w
.hansenkokubai.gr.jp/history/　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
27
） 	

鴻
上
尚
史
・
佐
藤
直
樹
『
同
調
圧
力
―
日
本
社
会
は
な
ぜ
息
苦
し
い
の
か
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
二
〇
年

（
28
） 	

「
新
型
コ
ロ
ナ
京
産
大
ク
ラ
ス
タ
ー
」『
毎
日
新
聞
』
二
〇
二
〇
年
四
月
二
日
、
東
京
朝
刊

https://m
ainichi.jp/articles/20200402/ddm

/041/040/115000c　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
29
） 	

「
明
日
も
喋
ろ
う
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
一
年
五
月
十
九
日
、
朝
刊

（
30
） 	

「
逐
条
解
説　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
特
別
措
置
法
」
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
研
究
会
編
、
中
央
法
規
出
版
、
二
〇
一
三
年　

一
六
〇
―

一
六
二
頁

（
31
） 	

「
ユ
カ
ち
ゃ
ん
店
主
、
首
相
答
弁
に
衝
撃　

コ
ロ
ナ
禍
の
自
由
と
は
？
」（
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
）
二
〇
二
一
年
五
月
三
日

https://w
w
w
.asahi.com

/articles/A
SP5161GJP4T

U
PQ
J005.htm

l　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
32
） 	

「
飲
食
チ
ェ
ー
ン　

時
短
命
令
は
違
憲　

東
京
都
を
賠
償
提
訴
」『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
二
一
年
三
月
二
十
二
日

https://w
w
w
.nikkei.com

/article/D
GX
ZQ
O
D
G222GI0S1A

320C2000000/　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日

（
33
） 	
｢

人
口
比
感
染
23
区
最
少
江
戸
川
区
の
下
町
モ
デ
ル
」（
東
洋
経
済 O

N
LIN
E

）
二
〇
二
〇
年
八
月
六
日
、https://toyokeizai.net/
articles/-/367064

（
34
） 	

明
石
市
長
記
者
会
見
（
明
石
市
二
〇
二
〇
年
四
月
十
六
日
）

https://w
w
w
.city.akashi.lg.jp/seisaku/kouhou_ka/shise/shicho/kaiken/20200416.htm

l　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日
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（
35
） 	

「
新
型
コ
ロ
ナ
と
障
害
者
の
暮
ら
し
」（
練
馬
区
）

https://w
w
w
.city.nerim

a.tokyo.jp/hokenfukushi/shogai/koryu/coronatokurashi.htm
l　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
八
日


